平成２２年度　第１回　社会教育委員会議・公民館運営審議会会議録

日　　時：平成２２年７月１３日（火）午前１０時～　１１時５５分
場　　所：鳥取市文化センター　２階　第２会議室

出席委員：＜委　員＞安本委員、西尾委員、山根委員、廣田委員、山本輝委員、藤縄委員、須崎委員、村田委員、田渕委員、長谷委員、本部委員、山本享委員、伊藤委員、中村馨委員、大西委員、武林委員
（欠席：松本委員、坂本委員）

　　　　　＜事務局＞中川教育長、竹氏課長（生涯学習課）、吉田補佐（同左）、

中村係長（生涯学習課）山形主任（同左）

　　　　　　　　

※発言内容等について、事務局で一部加筆訂正しています。

１　開　会（進行　吉田課長補佐）午前１０時

　　　出席者の確認。１８名中１６名の出席者あり、会の成立を宣言。
　　　
２　会長あいさつ

　　　議事進行に協力を依頼。
３　教育長あいさつ

　　　郡山市は、大変な水害にあった。心からお見舞い申し上げる。政権が民

主党に交代したが、教育制度は基本的な大事な制度だと考えている。本
日の案件に対して忌憚ない意見をいただきたい。
４　協議報告事項（進行　山本会長）
　　

(1)平成２２年度社会教育関係事業計画について
　　　　事前の配布資料にもとづき事務局より説明。
　　　　
〔委員〕本日の資料に社会教育法の抜粋があるが、第１３条（審議
会等への諮問）と第１７条（社会教育委員の職務）の条文
も掲載してほしかった。
　　〔委員〕子ども科学館の指定管理の委託先はどこか。

　　〔生涯学習課〕こども科学館は単体で委託しているのではなく、文化ホー
ル、文化センター、視聴覚ライブラリーと一体として財団
法人鳥取市教育福祉振興会へ委託している。

　　〔委員〕テレビが来年度は、完全に地上デジタル放送となる。特に

高齢者への対応をどう考えているか。高齢者に対して、学

習する機会を設けてはどうか。
　　〔生涯学習課〕市報、自治会など別の部署からの説明があったと思うが、
必要とあればマスメディア、総務省などを講師に招いて尚
徳大学の中で周知の機会を設けることは可能である。

〔委員〕高齢者には、テレビが重要な位置をしめる。検討お願いし

　　　　　　　たい。

〔生涯学習課〕全国的な課題なので、検討していきたい。

〔委員長〕高齢者人材活用事業では、おおよそ講師の登録者数は何

名ぐらいか。
　　〔生涯学習課〕鳥取市全域で５０名程度の登録者がある。

　　〔委員長〕登録者としては、多いほうか。少ないと感じるか。

　　〔生涯学習課〕高齢者の学習意欲が高まっている中、もう少し多くてもよ

いのではないかと感じている。

　　〔委員長〕大事なしくみだと思うので、ＰＲをお願いしたい。

　　〔委員〕昨年度で著しい成果のあった事業はあったか。
　　〔生涯学習課〕家庭教育支援事業が上げられる。小学校の入学前説明会等
を捉えて、家庭教育に関わる講演会を実施した。講師は、
　　　　　　　　　退職した校長、教諭がつとめ、全校共通のテーマで『学校
　　　　　　　　　と家庭の役割』として話をした。対象は約1,800人で、ほ
　　　　　　　　　ぼ100%の参加率であり、参加者からは、とても参考になっ
た、概ね参考となったと評価した人数がおおむね９割を占
め、保護者へ良い啓発となったと考えている。その他、家
庭教育の中で、リズムある生活の確立、家庭学習の習慣化、
モラルとマナーを大切にすることなどを説明した。平成22
年度も同様に行っていきたい。
　　〔委員〕公民館の職員研修では、山陰海岸ジオパーク研修を予定に

　　　　　　　　　されているようであるが、ジオ認定を受けたとしても取組

　　　　　　　　　がなされなければ、認定が却下される場合がある。時期的

なものと今後の取組についてどう考えているか。

　　〔生涯学習課〕市民大学と同じ機会に行う予定としている。市民大学（後

期）で行い、８月から１カ月募集をかけ実施は９月から週

１回のペースで５回開催する。講師は、西田良平先生をは

じめ専門家方にお願いし、現地研修も企画している。この

取組は、世界に誇れる自然地形や、風土・文化を幅広い市

民の方に学習していただき、より郷土を好きになっていた

だくことが目的だと考えている。認定が却下されるか、さ

れないかは別として、継続して行っていきたい。また、こ
のような取組が地区公民館でも拡がるように期待している。
　　〔委員〕施設利用の面で、サイクリングターミナルもジオパークに
　　　　　　　　　関連してＰＲや取組をしていただきたい。

　　〔生涯学習課〕サイクリングターミナルでは、ＰＲ用のチラシを作成して

おり、その中でジオパークの紹介も行っている。関連して
広報をしていきたい。
　　
(2)平成２２年度社会教育団体補助金交付状況について
　　　　事前の配布資料にもとづき事務局より説明。

　　　　
〔委員〕この制度を初めて知った。団体補助の申請をすれば、助成
を受けれるのか。

　　〔生涯学習課〕団体への補助金の項目を記載しているものであり、申請す

れば全て助成を受けられるものではない。団体によっては

事前に相談があるが、事業の目的などから公費を充ててよ

いかどうか課内での検討はもとより、財政当局とも協議を
行って交付決定を行っている。
　　〔委員〕このような制度を知らない新しい団体も多いのではない

だろうか。
〔生涯学習課〕ここでは、たまたま社会教育団体にかかわる補助金につい
て取り上げたら１０項目あるということであって、協働推
進課など他部署の補助制度では、地域振興に関わる事業で
あれば広く交付するという内容のものもある。そのような
ものに該当すれば、団体補助を受けられるのではないか。
　　〔委員〕個人的な感想だが、社会教育に関わる活動している団体は

多くあるが、このような財政支援を受けている団体がある
ことは、うらやましく思う。
〔委員〕そもそも、この補助金の項目が、社会教育法でうたわれて

いる審議諮問内容の対象となっているかどうか検討する必

要がある。
　　〔生涯学習課〕社会教育法第１３条のご指摘だと思うが、同法第２９条に

（公民館運営審議会）に関わる調査事項だと判断している。
したがって、この会に諮問する案件となっているとは考え
ていない。社会教育委員会の会合の中での意見があったた
め資料に反映させていただいている。
〔委員〕諮問事項でないということでよいか。
〔生涯学習課〕そのとおり。

(3)平成２２年度６月定例議会状況報告について

事前配布資料にもとづき事務局より説明。
　　　　議長より質疑を求めたが、質問意見はなし

(4)第３３回中四国社会教育大会(岡山大会)について(説明)

　　　　本年度開催される大会について事務局より説明。
議長より質疑を求めたが、質問意見はなし

　　　　
(5)その他

　　　　その他関連事項について質疑をおこなった。
〔委員〕社会体育の事項で、少年スポーツ活動の推進が記載されて
いるが、少年スポーツの実態は、土・日曜日に勝つための
練習試合や競技団体がつくっているトーナメントの他に、
独自のトーナメントやリーグ等で試合を行っており、過度
に勝利至上主義に走ってはいないか懸念している。学校長
と話をすると、年間試合数が８０試合もあるため、試合の
翌日の月曜日に休んだり、登校しても午前中は保健室で寝
てたりもしていることもあると聞いている。スポーツ自体
は大変すばらしいことだと思うが、学校側としても競技部
へはなかなかお願いしずらいことだと聞いている。

　　〔委員〕学校の実態として、土日の試合の疲れから月曜日に休む子

どもや、チームの勝ちを優先しようとして、無理に子ども
を参加させている親も見うけられる。また、子どもが、指
導者の不適切な言葉づかいなどを真似し、教員が注意をす
る場合もある。
　　〔委員長〕学校もスポーツ少年団との兼ね合いがあると思う。取り組
　　　　　　　　　むにあたって、子どもたちに過度な負担にならないように
　　　　　　　　　安全で子どもの健全育成を観点とした指導を十分協議して
　　　　　　　　　いただいた上でお願いしたい。

　　〔生涯学習課〕安本委員からは、学校の立場からの意見であったと思うが、
　　　　　　　　　地域で指導者的な立場で活動している委員から、何か意見
がないだろうか。
　　〔委員〕この話は、市教育委員会から市体育協会を通じて聞いてい

る。これについては、各競技団体とスポーツ少年団との話
し合いができる状況にはなっていないからではないか。だ
から、どのあたりで調整するのかが課題だと考えている。
ただし、子ども達は入部する時、ある程度の説明や様子を
聞いて入っているので、一定の覚悟はできていると思うが、
入部後の指導の体制が大事になってくると思う。

　　〔委員長〕スポーツ少年団と学校の関わりは、非常に難しい。クラ

ブ活動以上の上達を目指すため、スポーツ少年団へ入団す

る子もいると聞いている。とにかく、子どもの健全育成と

いう視点からの指導をお願いしたいし、そのような話し合

いの場を持てるように関係機関は努力をしてほしい。
　　〔委員〕中央図書館が実施している手づくり絵本コンクールは、今

後も継続してほしい。（３回後も）他にはない取組である

ので、良く検討してほしい。受賞した桜ケ丘中の文芸部の

励みにもなっている。地元紙でも継続要望の論説が掲載さ
れた。

　　〔委員長〕絵本コンクールの取組はすばらしいので、今後の取組を再
度検討してほしい。

　　〔委員〕地域における人権教育の推進の中で、人権教育推進協議会
の組織では、最近、学校長やＰＴＡを外してほしいと依頼
されている。地域が主体となっている組織から学校長やＰ
ＴＡが全く関わらないというのは、何かおかしいと感じて
いる。どこから、そういうことになっているのか。
　　〔委員〕個人的要素もあると思うが、学校教育と社会教育を分ける

という視点での発言であると思う。

　　〔委員長〕これは、市教育委員会の方針であって、一校長の判断では

ないということをご理解いただきたい。学校は、学校で人

権教育をとらえてしっかりやっていくということである。
　　　　　　　　　しかし、今まで同和教育、人権教育という形で学校が積極
　　　　　　　　　的に関わってきたのに、なぜだろうなと感じられる方もい
　　　　　　　　　ると思う。ただ、学校関係職員の方でも、他の立場で人権
　　　　　　　　　教育協議会などに関わっている方もいることを承知いただ
　　　　　　　　　きたい。

　　〔委員〕最近、鉛筆の正しい握り方ができない子どもが目立つ。就
学前からの指導をお願いしたい。小学校の中でも鉛筆やは
しのにぎり方は１年時にするというが、それで直らない子
どもは、そのまま６年生までいってしまうと聞いた。中学
校ではどうだろう。

　　〔委員〕中学校では、個々の教諭が気になった時に個別の指導して
いるようだが、学校全体で一斉に行うということはやって
いない。
〔委員〕だからできない子は、そのままずっといってしまうのだろ

う。このような躾は、私が子どもの頃には、親から厳しく
しつけられたものだ。子どもの躾のためには、保護者の指
導も併せて行う必要がある。入学前の説明会でも指導して
いただければと思う。
　　〔委員長〕この問題も、学校と家庭、地域との連携ということだと思
う。それぞれの立場で、配慮しながら取り組んでほしい。

　　〔委員〕子ども科学館以外で指定管理施設になっているものは何か。

　　〔生涯学習課〕教育関係施設で指定管理になっているものは、子ども科学

　　　　　　　　　館以外に、勤労青少年ホーム、視聴覚ライブラリー、さじ

コスモスの館、やまびこ館、仁風閣、宝扇庵、歴史民俗資

料館、あおや郷土館、市民体育館、美保球場などがある。

公民館関係は、全て直営である。
　　〔委員〕維持管理という点だけであろうか。
　　〔生涯学習課〕施設の中では、文化センターや、勤労青少年ホームのよう

　　　　　　　　　に自主事業を行っている所もある。

　　〔委員〕施設管理運営にしては、鳥取市教育福祉振興会は人数が多
いのではないか。

〔生涯学習課〕鳥取市教育福祉振興会の職員数は、７７名である。
〔委員長〕その他の意見は、あれば発言を。
　　〔生涯学習課〕前回の審議会において、中村馨委員から、鳥取市公民館条
例第１５条の『公民館の円滑な運営を図るため』という審
議会設置の目的について、以前は社会教育法第２９条の『館
長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施に
つき調査審議するため』と同様の条文となっていたのでは
ないかとの指摘をいただいていた。事務局で調べたところ、
条例が定められてから条文の改正はなかったので報告する。
　　〔委員〕了解した。

　　
　　〔委員長〕その他意見・質問がなければ、以上で閉会する。
　　
　６　閉　会　　　　　午前１１時５５分
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